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　雨の降る東京・御徒町に朝から人が並ん
でいる。日本唯一の宝飾問屋街ジュエリー
タウンおかちまちの一角ではあるが、並んで
いるのは明らかに宝飾関係者ではなく、若
年層やカップル、少年少女、子連れのママた
ちである。
　雨にも関わらず60人ほどが
並んだその先では、“ビルまるご
とジュエリーエンターテイメン
ト”を掲げた「Gala Fes」が間も
なくオープンするところで、オー
プン後には列をなしていた宝石
ファンが“ビルまるごと”楽しい雰
囲気に包み込んだ。
　「Gala Fes」は、ルースやパー
ツ、工具から空枠、製品、コンサ
ルティングまで宝石に関する全
てが揃うジュエリーハンズ
GOSHOが仕掛けた、全国で人
気のミネラルフェアを活用しなが
らジュエリーを存分に楽しむことを提案したフェ
スティバル。
　1Fフロアの半分でおもしろいミネラル系で楽し
ませ、残りの半分でミネラル・ファンに宝石をジュ
エリーにする楽しみを伝えるためのジュエリー製
品を展示販売した。
　この1Fフロアまでは、2020年の年末にGOSHO
が開催した「ガラマルシェ」と同じコンセプトだった
が、今回はより楽しませる趣向をもった新しい業者
を加えパワーアップ。さらに、「ガラマルシェ」開催当
時より構想にあった、『子どもたちも訪れることがで
きて、尚かつ大人も楽しめる、ジュエリーのハコ』を

作りたいと、Gala本店のオフィスフ
ロアを除いた全フロアを使い、天然
石研磨体験、その場で買った石を
手巻きジュエリーにしてくれるコー
ナー、ワイヤーラッピング実演、
SNS映え天然石撮り方教室、プロ・
マジシャンによるマジックショー、
LIVE生演奏などと盛り沢山の内
容を揃え、“来場者をまずは楽しま
せる”との思いが詰まったフロア構
成になっていた。
　得意のマジッ
クを披露してい
た専務取締役
の赤坂香津緒

氏は「ジュエリー関係で、子ども
たちが楽しめるイベントって少
ないじゃないですか。今回は子
どもたちが楽しめる場を作りた
かったんです。初日から雨で心
配もありましたが、たくさんの人
に楽しんでもらえ、出展社とス
タッフに感謝しています」と説明
しつつ、一瞬で指からコインを
消してみせた。
　SNS映え天然石撮り方教室
は、流行りのSNSにより拡散さ

れることだけを期待するのではなく、いかに
綺麗に天然石が撮影され、より魅力ある天
然石が拡散されるかということが大事に考
えられていた。
　また手巻きジュエリーは、ジュエリー関係者

の多くが敬遠しがちだが、ミネラル・ファンは複数個
買うことが多く、さらに驚く程の量の“自分の宝物”を
持参してくるので、ジュエリーフェアなどに比べミネラ
ルでの単価は低いが、適正価格で提案すれば、自
分の宝物を複数個ジュエリーにすることも多 あ々り、
ジュエリー本来の役目である「宝石を楽しむ」こと
と、非常にマッチすることに気づく結果も出る。
　インバウンドやソーシャルバイヤーに頼るだけで
はなく、国内にいる“幅広いジュエリーファン”にも
目を向けることは大切だ。メーカーや卸による直販

が増えるのならば、なおさら的確
に市場を捉えることが重要にな
る。古い考えに固執せずに、改め
てジュエリーの楽しみ方を幅広く
伝えていくことが、これからは必要
だと感じさせられた。
　最後に赤坂専務は「自分が一
番楽しんだかもしれませんが、ス
タッフの楽しい接客の機会とな
り、いろんな気づきを得ることが
できたと思います。単価が安くて
も、これだけ宝石を楽しむ人がい
ることを実体験で学び、本来の
ジュエリー販売に活きてくると思
います。次も楽しみにしてくださ
い」と、既に気持ちは次回に向
かっていた。
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子どもたちと楽しむために


